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＜学校教育目標＞ 
○ 自ら学ぶ力の育成と基礎学力の定着             〔知〕 
○ 他者を思いやり、礼儀や規律を重んじる態度の育成    〔徳〕 
○ 生命を尊ぶ健康な心と体の育成                〔体〕 
○ 社会に貢献し、様々な人と関わり合う態度の育成    〔公・開〕 

 
 
 
 
 

発  行 横浜市立瀬谷中学校 

校 長 熊野 一隆 

副校長 増田 健二 

住 所 瀬谷区中央５－４１ 

TEL 301-0096   FAX  301-0099 

ノーベル賞によせて 

                                                              副校長 増 田 健 二 

                                                        

  スウェーデンのカロリンスカ研究所は、今年のノーベル医学生理学賞を、京都大高等研究院の本庶 佑（ほ

んじょたすく）特別教授と、米テキサス大のジェームズ・アリソン教授の両氏に授与すると発表しました。 

 本庶教授は、免疫の働きにブレーキをかける、たんぱく質「ＰＤ－１」を発見し、このブレーキを取り除く

ことで、がん細胞を攻撃する新しい 

タイプの「がん免疫療法」を実現しました。 

 ノーベル賞は、ダイナマイトを発明した、アルフレッド・ノーベルが、遺産のほぼすべてをかけてつくった

という話は有名ですが、そのいきさつには、こんな話があります。                                        

本庶特別教授 

 ノーベルの兄が亡くなった時、あるフランスの新聞は、ノーベル（アルフレッド）本人が亡くなったと間違

えました。そして、爆薬や兵器をもとに富を築いたノーベルには、一部から批判の声が上がっていたこともあ

り、「死の商人、死す」という見出しの記事を掲載しました。 

その時ノーベルは、自分が死んだ後、自分がどのように伝えられるかを、新聞記事を通して知ってしまった

のです。 

 このことをきっかけに、ノーベルは、自分がまわりからどのように思われているかを考えるようになったの

だそうです。（ウィキペディアより） 

 自分が、まわりにどのように思われているかは、なかなか自分には分かりません。仲がよい人に「私によく

ないところがあったら言って。」と聞いても、なかなか言いにくいことは言ってくれないと思います。 

 もし、「あなたにはよくないところはない」と言う人がいれば、そちらの方になびいて、「自分にはよくな

いところはない」と思ってしまうかもしれません。 

 また、「あなたにはこんなよくないところがある。」と自分にとってマイナスな言葉をかける人とは、あな

たの方が距離をおいてしまうかもしれません。 

 これから、展示発表、演示発表、合唱コンクールなど、様々 な文化祭の取組があります。時には友人から、

自分にとって、言われたくない言葉をかけられることもあるかもしれません。 

 そのような時は、このノーベルの話を思い出してみてください。自分にとっては言われたくない言葉でも、

自分にとってプラスになる言葉かもしれません。 

 ３年生は、あと半年で卒業、１、２年生も、いつかは卒業する日が 

やってきます。その時、「良い先輩だった」と言われるようであって 

欲しいと願っています。  
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創立当時 雪景色の中の校舎 

「瀬谷中学校 開校記念日」のお知らせ 

  １０月１１日(水）は本校の開校記念日です。昭和２２年４月に横浜市立瀬谷中学校が創立され、同年５

月、横浜市戸塚区瀬谷町４,２５１番地、横浜市立瀬谷小学校の一部に校舎ができました。開校当時は１年

３クラス、２年２クラス、３年１クラス、教職員７名でのスタートでした。今では、１年生８クラス、２･

３年生９クラスずつ、それに個別支援学級を加えた生徒数９９１名を 

誇る横浜市でも屈指の大規模校となりました。また、創立以来昨年度 

までに２３，７８３名の生徒が本校を巣立っています。地域の中には 

親子孫３代にわたり本校の卒業生という方もいらっしゃいます。昔の 

瀬谷中学校のことをご存知でしたら、ご家庭でもお話などしていただ 

くとありがたいと思います。 

 今後も、歴史と伝統のある瀬谷中学校が、ますます発展するよう職 

員一同努力を続けていきたいと思います。保護者の皆様のご理解とご 

協力をお願いいたします。 

 

 ７月３日に瀬谷中学校で地区懇談会を開催しました。暑い中でしたが、保護者、地域の方々と有意義な

話し合いができました。時期、場所、人数などさらに有意義にするための改善点を来年度につなげていき

ます。当日の話の内容やご意見・ご感想の一部を掲載します。来年度もどうぞよろしくお願いします。 

 普段の生活が聞けて良かった／保護者と先生の意見が聞けてこの形態はとても有意義だと思います／

先生方のお話を聞く機会があり、とても興味深く楽しく過ごすことができました／参加してみると参考に

なる事が多かったので、是非小学校で来校してこの会を進めればよいと思います／小学校の不安に答えが

出る会であってほしいと思います／初めて参加しました。色々な事が聞けて良かったです／スマホ、お弁

当の様子がわかり良かったです／中学校、小学校の取組や、保護者の想いを聞けて良かった／ちょっと話

をする時間が足りなかったかも／悩みを話せる場で良かった。解決はできなくても悩みが話せることも大

切だと思いました／来年 4 月から中学生になるので知ることができて良かったです／時間がもっとほし

かったです／この時期、体育館で話し合いをするのは大変です。日にちをずらしてほしいです 

＜スマホについて＞ 

 ～家庭でのルール例～ 

①個室での使用禁止 ②親のスマホを貸し出す ③パソコンや iPadでやり取りをさせる 

④親の ID で Line をする ⑤ラインでの写真 upは禁止 ⑥使用時間制限（9 時まで等） 

⑦友達に連絡するときは、相手が携帯を持っていても、家電から家電にかけ、呼び出してもらうことによ

り、言葉遣いなどきちんとできるよう教えている 

～スマホのメリット、デメリット～ 

・メリット…①カメラ代わりになる ②GPS で居場所を確認できる ③忘れ物の連絡 ④情報が豊富 

・デメリット…①四六時中ライン等の着信があり、依存症になっている 

       ②SNSのトラブルが多い ③使用時間と学力が反比例しているとのデータあり 

       ④買ったときのルールがなぁなぁになってしまう ⑤ゲーム依存 

 この他にも学習や生活についていろいろな話し合いが行われました。学校のこと、家庭のことを少しで

も理解できる機会になり、周りの大人で地域の子どもたちを見守ることを続けられたらと思います。これ

からもよろしくお願いします。 


